
新
年
の
ご
挨
拶

社
会
福
祉
法
人

小
渦
会

理
事
長

高
橋

徹

皆
さ
ん
、
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

令
和
三
年
の
お
正
月
は
、
如
何
で

し
た
か
。

昨
年
の
新
年
の
ご
挨
拶
で
「
日
に

新
た
に
」
と
い
う
言
葉
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
昨
年
は
コ

ロ
ナ
禍
で
、
ま
さ
に
「
日
々
新
た

な
」
対
応
を
せ
ま
ら
れ
た
大
変
な
一

年
で
し
た
。

患
者
さ
ん
・
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

は
、
当
法
人
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の

取
組
み
へ
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
。
そ
し
て
、
職
員
の
皆
さ
ん
に
は

こ
れ
ま
で
以
上
の
感
染
症
対
応
へ
の

多
大
の
ご
労
苦
を
い
た
だ
き
、
ど
う

に
か
新
年
を
無
事
迎
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
は
未

だ
終
息
の
兆
し
が
見
え
ず
、
今
年
も

続
き
ま
す
が
、
ど
う
か
皆
さ
ん
方
に

は
、
引
き
続
き
気
を
緩
め
る
こ
と
な

く
、
キ
ッ
チ
リ
と
し
た
対
応
を
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【ホームページ】 http://k-seagull.jp/
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よ
う
支
援
す
る
」
た
め
、
引
き
続
き
、

「
就
労
支
援
」
、
「
相
談
支
援
」
や

「
共
同
生
活
援
助
」
事
業
の
充
実
と
、

「
自
立
生
活
の
援
助
」
機
能
の
充
実

な
ど
、
今
年
も
一
歩
進
化
し
た
取
組

み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
・
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

は
、
そ
う
し
た
進
化
・
新
し
い
取
組

み
へ
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
。

そ
し
て
、
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
こ
れ

ま
で
以
上
の
ご
労
苦
を
重
ね
て
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
年

末
か
ら
年
始
に
か
け
て
救
急
医
療
機

関
に
入
院
し
、
関
係
者
の
皆
様
に
大

変
ご
心
配
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

ま
だ
体
調
は
万
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
今
年
も
先

頭
に
立
っ
て
「
思
い
や
り
の
心
」
・

「
柔
ら
か
い
心
」
を
常
に
忘
れ
ず
、

「
日
に
新
た
に
」
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

今
年
も
、
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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さ
て
、
「
辛
丑
（
か
の
と
・
う

し
）
」
の
今
年
は
、
「
痛
み
を
伴
う

幕
引
き
と
大
き
な
命
の
芽
吹
き
」
の

年
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
法
人
で
は
、
一
昨
年
後
半
か
ら

進
め
て
お
り
ま
し
た
鳴
門
シ
ー
ガ
ル

病
院
へ
の
ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｓ
治
療
装
置
の
導

入
、
徳
島
シ
ー
ガ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

お
け
る
リ
ワ
ー
ク
デ
イ
ケ
ア
の
実
施
、

い
や
し
の
杜
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
デ
イ
ケ

ア
大
規
模
化
と
い
う
新
た
な
３
つ
の

取
組
を
、
昨
年
の
春
以
降
順
次
開
始

し
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、
両
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
一
部

２
診
化
に
加
え
、
か
ね
て
か
ら
の
懸

案
で
あ
っ
た
「
多
機
能
型
支
援
事
業

所
ジ
ョ
イ
ナ
ス
」
も
開
設
し
、
こ
れ

ま
で
関
係
者
の
念
願
で
あ
っ
た
「
就

労
支
援
」
や
「
相
談
支
援
」
と
い
う

分
野
で
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
新
し
い
取
組
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
も
あ
っ
て
、
顕
著
な
利

用
者
の
増
加
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
昨
年
九
月
に
は
新
た
に
渡
部

副
院
長
を
お
迎
え
し
、
医
療
面
で
の

充
実
も
図
り
ま
し
た
。

今
後
、
当
法
人
の
創
立
百
周
年

（
２
０
２
６
年
）
に
向
け
て
、
障
害

者
の
福
祉
の
向
上
に
携
わ
る
「
社
会

福
祉
法
人
」
と
し
て
、
障
害
者
の
皆

さ
ん
が
、
「
自
立
し
た
生
活
を
地
域

社
会
に
お
い
て
営
む
こ
と
が
で
き
る
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イベント クリスマス会を開催しました

令和２年１２月２３日（水）、毎
年恒例のクリスマス会を開催しまし
た。会場にはクリスマスツリーをは
じめ、多くの装飾が準備され、華や
かな雰囲気の中で開催されました。

今回のクリスマス会は、入場前の
手指消毒の徹底、各病棟ごとに分散
しての入場や時間制限など、新型コ
ロナ対策を施して開催されました。

フライドポテト、チキンナゲット
、ホットドリンク、お菓子すくいコ
ーナーの他、景品が当たる抽選会も
開催されました。また、院長と澤田
医師がサプライズでカラオケを披露
し、たくさんの患者さんに喜んでい
ただけました。

地域交流 配食サービスを実施しました

令和３年１月５日（火）鳴門市瀬戸町堂浦にお住まいのご高齢の方を対象にお弁当を届ける「配
食サービス」を行いました。今回は反射材などの交通事故防止グッズや多機能型支援事業所ジョイ
ナスで作成した布マスクも一緒にお配りしました。
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令和２年１１月１４日（土）
瀬戸公民館にて家族介護者教室
を開催しました。

『尊厳ある生活を ～おむつ
の選び方・使い方～』をテーマ
に、おむつメーカーの社員の方
を講師に迎え講演を行っていた
だきました。

実物を用いて、おむつの選び
方や吸水性などの実証を行った
り、会の終盤にはその場ででき
る健康体操を参加者全員で行い
ました。

講演前には、健康チェックと
健康相談会も行われ、今回も多
くの方々にお越しいただき、た
くさんの好評をいただきました。

令和２年１１月１７日（火）、鳴門シー
ガル病院にてｒＴＭＳ療法の講演会を開催
しました。

浅香山病院（大阪府堺市）臨床研究研修
センター長で和歌山県立医科大学名誉教授
の篠崎和弘先生を講師としてお迎えし、
『ｒＴＭＳ治療の過去と未来』というテー
マで講演していただきました。

４月より当院でも導入しているｒＴＭＳ
療法ですが、新しいうつ病の治療方法とし
て注目されております。当院でのこれまで
の治療実績を踏まえ、その有効性や再発防
止のために取り組むべきことなど、スライ
ドを用いて講演していただきました。講演
会後には質疑応答があり、多くの質問にお
答えしていただきました。

ｒＴＭＳ治療を導入している病院は全国
的にも多くはありません。今後とも両医療
機関で情報交換を行い、よりよい医療を提
供できるよう努めて参ります。

シーガルニュース ｒTMS療法の講演会を開催しました

地域交流 家族介護者教室を開催しました
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かもめ便りの新年号が
完成しました。本年は新
型コロナが収束し、昨年
開催できなかったイベン
トを多く掲載できるよう
願っております。

次号（『かもめ便り』
第２６号）は、2021年
５月に発行の予定です。

広報委員会
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●ＪＲ鳴門駅から「北泊・堂浦行」徳島バスで堂浦（どうのうら）下車（所要時間２０分）

●直営渡船利用 （所要時間２分）
◎渡船（無料）運航時間
午前７時３０分から午後５時２０分まで
定時運航（１０分～３０分間隔）しています。

新年のご挨拶 院長新年のご挨拶

新年あけましておめでとう
ございます。

例年通り、今年の抱負を語
りたいところですが、今回だ
けは旧年を振り返らないわけ
には参りません。中国、武漢
を端に発したコロナウイルス
が瞬く間に世界中を席捲し、
今も感染を広げながら尊い人
命を奪い、経済的大打撃を与
え続けています。本来ならば
東京オリンピックが開催され
、日本国中が沸き立っていた
ことでしょう。しかし、人々
は不要不急の外出を控え、巣
ごもり生活を強いられていま
す。

第一次世界大戦にスペイン
風邪がパンデミックとなり、
今から１００年前の１９２０
年に終息しましたが、世界で
数千万人が亡くなりました。
これに懲りた世界は、ＷＨＯ
の前身を設立しました。しか
しながらＷＨＯは、今回のコ
ロナの蔓延を食い止めるどこ
ろか、耳を疑うような発表も
相次ぎました。

あの有名なビルゲイツは、
何年も前から新型感染症が人
類に与えるリスクは戦争より
も大きいと警鐘を鳴らしてい
ました。そして、感染症対策
の研究に莫大な私財を投じて
きました。今回信じられない
速度でワクチン開発がなされ
たのも、そのおかげなのです。

グローバリズムの脆弱さも
露呈しました。ヒト、カネ、
モノの自由な動きはウイルス
の拡散を加速させました。中
国の工場化により、自国でモ
ノが作れなくなり、マスクや
抗生物質の供給が一時的に困
難となりました。アメリカの
ような大国では貧富の差が広
がり、持たざる者や弱者が次
々と亡くなりました。今後は
各国とも自国保護に向かうで
しょう。

以上のようにコロナに蹂躙
された１年でしたが、多くの
学びもあったのではないでし
ょうか。在宅勤務やオンライ
ンといった、仕事の在り方の
変化も然り。そして何よりも

院長 福永 明広

当たり前の自由がどれ程貴重
だったのかを私たちに気づか
せてくれたような気がします。

「禍を転じて福と為す」と
いう諺があります。今年は、
「コロナ禍」を「鬼滅の刃」
で殲滅し、「福」がやってく
ることを心から祈念しつつ、
新年の挨拶とさせていただき
ます。


